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背景と目的 

 多くの植物は種子の周りに甘い果肉を付

けた果実を生産し、動物に種子を飲み込ん

でもらって母親から離れた地点に運んでも

らうことで種子を空間的に拡散させている。

この植物による子の拡散方法は動物種子散

布と呼ばれ、一般に植物 1 種の種子散布に

は多種の動物が関わるため、各動物種の効

果を検出することは困難である。 

申請者はマダガスカル島が地史的に果実

を食べる鳥類・哺乳類層が貧弱であること

に着目し、2005 年から同国においてアンタナナリヴ大学と共同でマダガスカル北西部アン

カラファンツィカ国立公園の熱帯林における動物種子散布の研究を行ってきた。2015 年度

までの研究では、調査地で最大の果実食動物であるチャイロキツネザル（Eulemur fulvus: 霊

長目・キツネザル科）に種子散布を頼る樹種を 23 種発見し、さらにそのうちの大型種子樹

木 2 種（ウルシ科 Abrahamia deflexa とセンダン科 Astrotrichilia asterotricha：図 2）では種

子生産量に対する種子散布率、および発芽と定着を経た散布種子の生存率を評価すること

に成功した。しかし、この成果は動物による種子散布への貢献を立証したに過ぎず、樹木

個体群の構造や更新に対する貢献は未だに解明されていない。今回の調査では、チャイロ

キツネザルの種子散布機能が上記 2 種の個体群構造と更新プロセスに及ぼす影響を解明す

る研究プロジェクトを立ち上げるため、大面積森林調査区画を設置することを目的とした。 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




